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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
明
る
く
、
さ
わ
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
安
倍
政
権
の
も
と
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
で
、
景
気
も

回
復
の
兆
し
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
四
月
に
は
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
も
あ
り
、
そ
の
反
動
で
ど
う
な
る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
ま
る
な
ど
、

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
午
年
、
諺
に
「
馬
耳
東
風
」
と
あ
り
ま
す
が
、
人
の
意
見
や
批

判
な
ど
を
、
気
に
と
め
ず
聞
き
流
す
、
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
当
法

人
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
、 

ご
利
用
者
、
ご
家

族
並
び
に
職
員
等
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
で
き
る
こ
と
か
ら
対
応
す
る
努

力
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
利
用
者
の
方
々
に
対
す
る
日
常
の
言
葉
遣
い
な
ど
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
心
掛
け
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後

と
も
法
人
一
丸
と
な
っ
て
、
虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
法
人
の
中
期
行
動
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
促
進

す
る
た
め
「
貴
峯
荘
共
同
生
活
援
助
事
業
所
」
の
開
設
を
四
月
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、三
月
完
成
を
目
途
に
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
利
用
希
望
者
、

ご
家
族
、
関
係
機
関
等
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
迎
え
た
法
人
創
設
五
十
五
周
年
を
契
機
と
し
て
、
よ
り

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
在
宅
障
害
者
並
び
に

施
設
利
用
者
の
方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉

事
業
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
当
法
人
に
対

す
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

理
事
長
　
岩
渕
壽
郎

年
頭
に
あ
た
っ
て
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運
営
面
で
は
、
障
害
者
の
人
権
を
守
り
、

安
定
し
た
生
活
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
貴
峯
荘
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
相

談
支
援
事
業
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
障

害
者
の
自
立
支
援
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

虐待防止
研修会
講師には…

和泉短期大学児童福祉学科
教授　鈴木敏彦　先生

をお招きしました！！

　お忙しい中、時間を作っていただきました鈴木先生には、
時間を超過しての熱い研修で貴重なお話をありがとうござい
ました。また、外部機関より参加して頂きました職員の方々、
ありがとうございました。

　
平
成
25
年
12
月
12
日
（
木
）

貴
峯
荘
湘
南
の
丘
地
域
交
流
室

に
於
き
ま
し
て
、
虐
待
防
止
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
障
害
者
虐
待
防
止
法

施
行
に
伴
い
、基
本
的
な
知
識
、

防
止
の
対
応
策
等
を
勉
強
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
法
人
初
の
公

開
講
座
と
し
、
大
勢
の
外
部
関

係
施
設
の
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平面図

　
貴
峯
荘
は
、
創
立
五
十
五
周
年
を
契
機
と

し
て
、
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
と
在

宅
障
害
者
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

生
活
移
行
後
の
生
活
基
盤
整
備
と
し
て
、
貴

峯
荘
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
二
階
に
貴
峯
荘

共
同
生
活
援
助
事
業
所（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

を
こ
の
四
月
の
開
設
に
向
け
て
、
現
在
、
改

修
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。１. 主な整備内容

①居室８室（但し、当分の間定員７名）

②台所、食堂、洗面所、トイレ、浴室、脱衣室等

③エレベーターの設置

④ナースコール・インターホン設備

⑤防災安全上からのスプリンクラー設備

⑥テレビ、電話、ＬＡＮ設備等

２. 入居対象者

①地域の障害者が家庭から独立して自立生活を希望している方

②地域の障害者で生活の場が確保できずに、短期入所等で

　暮らしを維持している方

③長期間の施設入所から地域生活への移行を希望している方

３. サービス内容

食事の提供、健康管理、計画作成、日常生活に必要な相談・援助、

食事・入浴・排せつ等の介護

貴
峯
荘
共
同
生
活
援
助
事
業
所
の
開
設
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　平塚駅北口での募金活動の様子です。
　ご協力ありがとうございました。

　職人さんが握ってくれたお寿司は一味違います。
　うまいっ！
　おかわりしたいくらいの美味しさでした。
　また来年もよろしくお願いします。

●色鮮やかなお弁当と
　手作りプリンに舌鼓。

●湘風高校合唱部の皆さん。
　歌と踊りで盛り上がりました。

●フルートの美しい音色と、
　かっこいいサンタさん♪

●大庭先生の笑顔と
　アコーディオン和みます。

●手品師さん、楽しかったです。

●ビンゴ大会で　取ったどー！

12 月 20 日（金）17：00～19：00
地域交流スペース

クリスマス忘年会

♥おいしいお食事　♥すてきな音楽

♥ワクワクビンゴ　♥お楽しみがたくさん !!!
♥おいしいお食事　♥すてきな音楽

♥ワクワクビンゴ　♥お楽しみがたくさん !!!

12/21

●これでお正月の
　準備完璧です。

9/26

防災訓練

●消火器の使用方法を学びました。

●発電機を始動させる様子です。

●炊き出しではサンマを焼き、
　みんなで食べました。

●こんがり美味しく焼けたサンマです。
10/9

にぎり寿司

10/1

赤い羽根共同
募金

9/5
10/31

救命講習

●�平塚消防署の方々
から熱心なご指導
を受けました。こ
れからも忘れぬよ
う毎年教わってい
きます。

●胸部圧迫はじめ！

12/12

交通安全指
導会

●�未然に事故を防ぐことを
目的に年に 1回気を引き
締めます。

12/26

もちつき大
会

12/16

地域支援センタ
ークリスマス会
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南山之壽「詩経」小雅・天保から
　南山が欠けたり崩れたりすることがないことに
喩えて、生命・事業の永続を祝う賀詞である。

利用者
作品展

作品展
舞台裏

　
毎
週
土
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
郷
先
生
に
来
て
い

た
だ
き
、
み
ん
な
で
絵
を
教
わ
っ
て
い

ま
す
。
絵
を
描
く
楽
し
さ
を
少
し
ず

つ
教
え
て
も
ら
い
、
こ
れ
ま
で
に
も

色
と
り
ど
り
の
作
品
が
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
か
ら
は
「
だ

ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。
次
は

山
や
海
の
風
景
を
描
い
て
み
た
い
」
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

絵画
サークル

●�陶芸の土屋先生

●�ボランティアの
経種さん。色々
な日中活動に
協力してくれて
ます。

●�書道の杉浦先生と
　経種ボランティア

●次回の作品展に
　向けて準備中 !
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　昨年に引き続きインフルエンザが早々に流行を見せ感染者が増えてきておりますが、当施設に於いても、集団感

染を防ぐ為に、事前に予防対策に努めてまいります。外出時、マスクの着用や人混みを避け、帰寮時は、必ず手洗い、

うがいの励行に職員一同周知徹底し感染の拡大防止に努めていきます。

　感染症胃腸炎は、毎年、秋〜冬にかけて流行が多く、ウイルス感染（ノロウイルス・ロタウイルス）が原因です。

発症すると、下痢（激しい水様便）嘔吐、発熱などの症状を呈する。通常は３日以内で回復するが、嘔吐物・便か

ら二次感染を引き起こし、飛沫が空中散布され集団感染に至るケースが多い為、施設内に於いても、嘔吐物の処理

の仕方についての講習会を実施しております。手洗い（食事前・トイ

レ後）の励行、日頃、生もの持ち込み禁止等、利用者さんへ指導をさ

せて頂いております。

　ご家族・来所者の方には、マスクの着用・手洗い・うがい・消毒に

ご配慮頂き、ご協力に感謝致します。　　　　　　　　　　健康管理

インフルエンザ・感染症胃腸炎の対応について

支援第三課　渡辺　靖子

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
社
会
福
祉
法
人

光
友
会
様
か
ら
正
月
飾
り
の
代
表
と
い

え
る
門
松
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業
に
携
わ
り
、
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
っ
た
と
し
て
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
を
授
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
貴
峯
荘
に
来
て
早
い
も
の
で
15
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
15
年
間
、
楽
し
い
時
、
辛
い
時
も
こ
こ
で
出
会
っ
た

様
々
な
利
用
者
の
皆
さ
ん
や
先
輩
職
員
の
方
々
か
ら
学
び
、

勇
気
を
貰
っ
て
き
た
お
陰
で
今
の
自
分
が
あ
り
、
成
長
で
き

て
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
勉
強
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
受
賞
を
励
み
に
し
て
、
よ
り
一
層
、

利
用
者
さ
ん
の
支
援
に
力
を
入
れ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
倉
　
　
仁

門
松

いろいろ教えて下さい。
宜しくお願いします。

山
口
　
　
実

自
治
共
済
会

会
長

西
尾
　
正
之

岩
渕
　
壽
郎

小
林
　
　
充

書
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

杉
浦
　
静
子

ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
贈
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付

表
彰

新 人 介紹

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


